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会社概要

　当社ではアルミ・ステンレスに特化して板金・溶接・組立加工を行っています。これまで

製作してきた製品は鉄道車輌関連部品や空調設備、製薬・食品工業をはじめ、幅広い産業分

野にわたります。また高い技術力の証明として、数多くの賞を受賞しております。

　　名称：株式会社坂口製作所

　代表者：代表取締役社長　坂口　清信

　所在地：本社　　　　　大阪市西成区千本中２丁目４番１４号

　　　　　和歌山工場　　和歌山県有田郡有田川町清水８７７番地の１

事業内容：工業用各種アルミ・ステンレス製品の設計、製造、加工及び販売

主要製品：鉄道車輌部品、信号器具箱、工業用各種トレー、空調関連機器等

事業規模：製品出荷額　9.5億円／年

　　　　　　従業員数　本社10名、和歌山工場75名

　　　　　　敷地面積　本社553㎡、和歌山工場11,200㎡

事業年度：10月～9月

○主要製品

＜工業用アルミトレー＞ ＜信号器具箱＞

私たちの仕事は、リサイクル性に優れ美麗な外観と高い耐食性を備えるアルミ、ステンレス

素材に様々な加工を施すことで命を吹き込み、製品として社会に旅立たせることです。

　弊社の製品はＮ７００系新幹線や製薬・食品メーカーのラインなど、様々な場面で活躍し

ています。

☆美しい景観をいつまでも残したい…
　私たちの生産拠点である和歌山工場は、紀伊山地を縫う

　ように東西に流れる有田川上流のまち有田川町清水地区

　にあります。清水地区には日本の原風景とも言える左記

　写真の「あらぎ島」があります。島といっても有田川の

　清流に縁どられ、扇形に広がった山裾部分の呼称で、全

　体が棚田になっています。日本の棚田百選にも選ばれて

　いるあらぎ島。この美しい景観をいつまでも残したいと

　いう思いからエコアクション２１活動を開始しました。
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環境方針

　株式会社坂口製作所は、紀伊山地の中央に位置する有田川町清水に生産拠点を構え、緑

と有田川の清流に囲まれて日々生産活動を展開しています。地域社会と共生し、社業を発

展させていく上で、この美しい自然を守ることは当社の社会的責務であり、またそのこと

が、引いては地球全体の環境保全にも寄与するものと考えます。

　そこで当社では、具体的に以下の項目について全社員で取組んでまいります。

　　①環境関連法規制や当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

　　②電力・化石燃料使用量の低減を通じて二酸化炭素排出量の削減を進めます。

　　③一般および産業廃棄物の削減を進めます。

　　④排水量の削減を進めます。

　　⑤地域ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への協力等を通じて、地域社会とともに環境保全に取組みます。

　　⑥ｸﾞﾘｰﾝ購入を計画的に進めます。

　　⑦化学物質については法令を遵守し、適正に管理します。

　　⑧製品への環境配慮を進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：平成22年11月4日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：平成27年7月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長：

実施体制図

道上　文良

坂口　清信

環境管理

責任者

資材外注部・総務部 板金組立部

下垣　彰伸 高橋　孝吉

本社

各リーダー中西　理 坂口　美貴

QCサークル

二澤　伸好

環境事務局

品質保証室

平林　新一

坂口　美貴

製缶部

代表者

本社

和歌山工場

＜推進委員＞＜推進委員＞＜推進委員＞＜推進委員＞

※推進委員とは．．．

　○各部門の部門長は、定例会議(製販会議・工程会議・安全衛生委員会)においてエコアクション活動の

　　進捗の確認を実施する。

　○ＱＣサークルの各リーダーは自サークル及びリーダー会にてエコアクション活動の推進に努める。
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環境目標

　平成２４年度に導入した売上原単位評価が、平成２５年度の活動においてうまく反映でき

ず直感的にも分かり難い結果となったため、全ての項目を絶対量で評価することにし、平成

２５年度を基準年度とする新たな３ヵ年計画を策定しました。

注）・削減目標比率以外の数値は小数点以下を四捨五入しています。

　　・二酸化炭素排出量削減目標は、各項目における目標値を下記排出係数で積算し合計したものです。

　　・電力の二酸化炭素排出係数は0.450を使用しています。

　　・ガソリンのCO2排出係数は、使用量（L）×0.0671（㎏-CO2）×34.6（MJ/L) 

　　・軽油のCO2排出係数は、使用量（L）×0.0687（㎏-CO2）×38.2（MJ/L)

　　・灯油のCO2排出係数は、使用量（L）×0.0679（㎏-CO2）×36.7（MJ/L)

　　・弊社における化学物質とは、和歌山工場で油脂類の洗浄に使用している洗浄剤に含まれるトルエン

　　　を指します。

１．低炭素社会の実現に向けて

　弊社にとって、日々製品をつくりだす上で、電力は必要不可欠なエネルギーです。また、

和歌山工場の立地条件では、社用車の燃料や暖房器具の燃料も必要不可欠です。私たちは、

エコアクション活動の実践を通じて効率よい使用方法を学び、改善を図りながら低炭素社会

を実現できるよう努力しています。

二酸化炭素排出量削減（kg-CO
2
） 426,414 412,512 407,774 403,509

100% -3.3% -4.4% -5.4%

741,441 734,027 726,612 719,198

kg-CO
2

333,648 330,312 326,975 323,639

基準年度比 100% -1% -2% -3%

●ガソリンの使用量削減（Ｌ） 11,470 9,704 9,520 9,405

kg-CO
2

26,629 22,529 22,102 21,835

基準年度比 100% -15.4% -17.0% -18.0%

●軽油の使用量削減（Ｌ） 3,171 2,800 2,759 2,727

kg-CO
2

8,322 7,348 7,241 7,157

基準年度比 100% -11.7% -13.0% -14.0%

●灯油の使用量削減（Ｌ） 23,201 20,997 20,649 20,417

kg-CO
2

57,815 52,323 51,456 50,878

基準年度比 100% -9.5% -11.0% -12.0%

●水道水の使用量削減（ｍ

3

） 953 940 934 924

基準年度比 100% -1.4% -2.0% -3.0%

●化学物質の使用量削減（kg） 385.3 346.8 342.9 339.1

基準年度比 100% -10.0% -11.0% -12.0%

化学

物質の

削減

排水量

の削減

平成27年度

目標

平成28年度

目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

項目

化石燃料の削減

平成26年度

目標

電力使用量の削減（kWh）

基準年度

実績

基準年度比
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２．循環型社会の実現に向けて

　弊社から排出される廃棄物のうち、一般廃棄物のダンボールと産業廃棄物の廃プラスチッ

クについては、回収可能なものは処理業者に回収依頼しリサイクルしています。

　また、剰余材とは弊社における製品製作の主素材であるアルミニウム・ステンレスのスク

ラップ排出量を指し、残材を有効利用することで排出量を削減していく活動です。

注）・可燃ごみとは、和歌山工場において、回収不可のダンボールや購入素材の梱包紙、製作図面等の

　　　シュレッダーくずや一般的な燃えるごみです。本社では一般的な燃えるごみを指し、業者に

　　　回収されているシュレッダーくずは含みません。

　　・廃プラスチックの排出量とは、回収不可のプラスチックごみを指します。なお、平成２６年３月

　　　（平成25年度）より回収可能なものについては業者に回収されリサイクルされています。

　　・剰余材はアルミニウムとステンレスのスクラップ量を均等に評価するため、体積で表してい

　　　ます。

一般廃棄物の削減

●ダンボールの資源化（kg） 4,450 2,599 2,537 2,492

基準年度比 100% -41.6% -43.0% -44.0%

●可燃ごみの排出量削減（kg） 3,016 2,799 2,745 2,714

基準年度比 100% -7.2% -9.0% -10.0%

●混合廃棄物の排出量削減（kg） 1,590 1,450 1,431 1,415

基準年度比 100% -8.8% -10.0% -11.0%

●廃プラスチックの排出量削減（kg） 1,484 1,399 1,380 1,365

基準年度比 100% -5.7% -7.0% -8.0%

●剰余材の有効利用（ｍ

3

） 29.67 28.69 28.18 27.89

基準年度比 100% -3.3% -5.0% -6.0%

●梱包資材の購入量削減（kg） 2,019.3 1,550.8 1,514.5 1,494.3

基準年度比 100% -23.2% -25.0% -26.0%

●グリーン購入金額比率の向上（％） 58.3 55以上 55以上 55以上

基準年度比 — — —

剰余材

の有効

利用

平成27年度

目標

平成28年度

目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

項目

基準年度

実績

平成26年度

目標

製品へ

の環境

配慮の

推進

廃

棄

物

の

削

減

産業廃棄物の排出量削減
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環境活動計画の取組結果とその評価

１．二酸化炭素排出量削減（単位：㎏-CO2）

環境活動計画（目標達成手段）

・電力の使用量を削減する。

・化石燃料の使用量を削減する。

環境活動実績

平成26年度実績

未達成

○ 引き続き、二酸化炭素排出量の削減に向け、更なる環境活動改善に取り組む。

○ 各使用量は、仕事量の変化等、私たちではコントロールできない要因により増減するが、それぞれの項目で

　 掲げている目標達成手段について推進及び啓発を継続し、二酸化炭素排出量の削減に努める。

○ 次年度は仕事量の増減に係わらず、活動の効果を確認できる評価手法を再考する必要がある。

達成状況基準年度実績 平成26年度目標 対目標増減

＋ 7％

対目標差

今後の取り組みについて

△ 29,114426,414 412,512 441,626

評価過去４年間の二酸化炭素排出量推移

今年度は、電力の使用量及び各化石燃料の使用量共に基

準年度よりも増加した。その結果、今年度の目標値より

29,114㎏-CO

2

、比率にして7％超過することとなり、

目標未達となった。

　弊社の業務形態は受注生産型のため、仕事量が増加す

れば電力使用量は必然的に増加する傾向にある。

　また、和歌山工場の立地条件では、お客様への訪問や

出張工事の場合は、必ず社用車を使わなくてはならず、

全社員一丸となり環境活動に取り組んでも、仕事量の変

化など、残念ながら私達ではコントロール出来ない部分

があることも否定できない。なお、平成25年度より軽

油の使用量について新たに管理項目として追加したため

別枠で掲載した。

　二酸化炭素排出量に係わる、電力使用量、各化石燃料

使用量については、次頁より説明する。

二酸化炭素排出量の実績

0

20,000

40,000

60,000

80,000

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

月別排出量

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

累積排出量

基準年度累積排出量 今年度累積排出量 基準年度月別排出量 今年度月別排出量

二酸化炭素排出量の推移

400,000

410,000

420,000

430,000

440,000

450,000

460,000

470,000

軽油排出量 8,322 10,033 

総排出量 457,017 425,251 418,093 431,593 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
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１－１．電力の削減（単位：kWh）

環境活動計画（目標達成手段）

・西日対策による夏期冷房温度の抑制。

環境活動実績

△ 27,398741,441 734,027 761,425

・空調温度の最適化推進。

・エリア別照明点灯及び場内照明の間引き点灯推進

・未使用パソコンの電源オフ徹底

対目標差 対目標増減 達成状況基準年度実績 平成26年度目標 平成26年度実績

○ 引き続き、電力の使用量削減に向け、更なる環境活動の改善に取り組む。

○ 本社では、西日対策による夏期冷房温度の抑制に加え、間引き点灯やクールビズも合わせて推進する。

○ 和歌山工場では、仕事量の変化等、私たちではコントロールできない要因により電力の使用量は変化するが、

　 まずリピート品の作業方法を改善するなどして、工数の削減を推進し、さらに不良発生による無駄作業を無く

　 すことを目標に、全社一丸となって取り組んでいく。

○ 今期は、和歌山工場の食堂改築工事に伴い照明のLED化を実現したが、中期計画として省エネ型照明設備や、

　 省エネ型製造設備への切替を目指す。

＋ 4％

過去４年間の電力使用量推移

　今年度は、10月から12月末にかけ大型物件の納期が

重複し、納期対応による残業や休日出勤が増加したこと

で、使用量は基準年度より大幅に増加した。1月以降の

使用量は、基準年度を下回る期間もあったが、結果的に

今年度の目標値より約27,000kWh、比率にして104％

超過することになり目標未達となった。今回のように、

製品出荷納期が重なれば納期対応のため、必然的に残業

が発生してしまい、自ずと電力使用量も増加する傾向に

ある。このように、仕事量の変化等、私たちではコント

ロールできない要因により、電力使用量も変化するが、

それでも不要不急の残業がなかったかの見直しは必要で

あると考える。

今後の取り組みについて

評価

未達成

電力の使用量

0
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60,000

80,000

100,000

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

月別使用量

0

200,000

400,000

600,000

800,000

累積使用量

基準年度累積使用量 今年度累積使用量 基準年度月別使用量 今年度月別使用量

電力の使用量

700,000

720,000

740,000

760,000

780,000

800,000

820,000

電力の使用量 794,875 748,554 741,441 761,425 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
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１－２．化石燃料の削減

１）ガソリンの使用量削減（単位：Ｌ）

今後の取り組みについて

　今年度は、昨年度にトラックが軽油仕様車に買換えら

れたこともあり使用量は基準年度より5.5％削減するこ

とができた。しかし、今年度は目標値を｢難しいが頑張

れば達成できるレベル｣に設定したものの、目標値より

約1,100Ｌ、比率にして112％超過することになり目標

未達となった。

　本社は、大阪市内という立地条件から公共交通機関の

利用は可能だが、和歌山工場の立地条件では、客先訪問

や出張工事など必ず社用車を使用しなければならず、継

続してエコドライブを推進しているが効果的な使用量削

減までには至っていない。ただし、前述の出張工事には

不具合修正工事も含まれており、出荷前の確認さえ十分

にしていれば防げただろう案件もある。

評価

＋ 12％△ 1,13811,470 10,8429,704

○ 引き続き、ガソリンの使用量削減に向け、更なる環境活動改善に取り組むこととする。

○ 本社では、出張時において可能な限り公共交通機関の利用を推進する。

○ 和歌山工場では、出張機会をできるだけ集約することに努め、不具合修正工事など不要な出張をしないよう

　 製作工程における品質造り込みを確実に実施する。

○ 社用車について、タイヤの空気圧管理やオイル交換など日常点検を徹底することで燃費向上に努める。

○ 次年度は社用車の走行距離を計測し、距離と消費燃料の関係を把握する。

○ 中期計画として、社用車の買い替えのタイミングなどでハイブリッド車や低燃費車への切替を検討している。

環境活動計画（目標達成手段）

・エコドライブの推進

環境活動実績

達成状況基準年度実績 平成26年度目標 平成26年度実績

・外出時、可能な範囲での乗り合せ

過去４年間のガソリン使用量推移

対目標差

・公共交通機関の利用促進

対目標増減

未達成

ガソリンの使用量
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２）軽油の使用量削減（単位：Ｌ）

○ 引き続き、エコドライブを推進し軽油の使用量削減に向け、更なる環境活動改善に取り組むこととする。

○ 和歌山工場において、社用車で外注加工先への製品搬送をする場合は、工程管理を徹底し搬送機会を集約する

　 ことを推進する。

○ ゆうパックなど宅急便を有効に活用することで搬送機会の低減を図ってゆく。

○ ガソリンの使用量削減項目と同様に、社用車のタイヤの空気圧管理やオイル交換など日常点検を徹底し燃費向

　 上に努める。

○ 軽油社用車についても、次年度は走行距離を計測し距離と消費燃料の関係を把握する。

評価

　今年度は、昨年度にトラックが軽油仕様車に買換えら

れたため使用量は基準年度より増加した。また、積載容

量が増加したことにより、今まで自車運搬出来なかった

製品が搬送可能になったことで、塗装工程など外注加工

先への製品搬送やお客様への製品納品など使用機会が増

加したことも増加の要因と考える。今年度の目標値に対

しても約1,000Ｌ、比率にして37％超過することにな

り目標未達となった。

　ガソリン使用量と同様に、和歌山工場の立地条件で

は、客先訪問や出張工事など必ず社用車を使用しなけれ

ばならず、継続してエコドライブを推進しているが目に

見える形での使用量削減までには至っていない。以前よ

りも自車運搬が可能になったことで運送費は削減出来て

いるかもしれないが、代わりに燃料使用量は増加してい

る。

今後の取り組みについて

過去４年間の軽油使用量推移

未達成＋ 37％2,800

・外出時、可能な範囲での乗り合せ

対目標差 対目標増減

・ゆうパックなど宅急便の有効活用推進

・製品運送機会の集約

環境活動計画（目標達成手段）

・エコドライブの推進

環境活動実績

△ 1,0243,171

平成26年度実績 達成状況

3,824

基準年度実績 平成26年度目標
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３）灯油の使用量削減（単位：Ｌ）

環境活動計画（目標達成手段）

・石油ストーブ使用基準の徹底

環境活動実績

△ 4,59623,201

平成26年度目標

○ 引き続き、灯油の使用量削減に向け、更なる環境活動の改善に取り組むこととする。

○ 和歌山工場において、暖房機器の使用期間中は｢ストーブ使用基準の徹底｣を啓発するポスターを掲示する。

○ 今期のように残業時間が増加する場合は、ウォームビズを推奨し使用量増加の抑制に努める。さらに、残業作

　 業の管理方法を見直し、不要不急の残業の禁止、残業時間の短縮を進める。

○ 中期計画として、工場建屋出入口への自動シャッターを設置する等して場内の気密性向上を計る。

評価

20,997

・昼休みなどの小まめな消火の徹底

＋ 22％ 未達成

今後の取り組みについて

対目標差 対目標増減 達成状況

過去４年間の灯油使用量推移

　灯油は、和歌山工場内で暖房機器の燃料として使用し

ている。今年度の灯油使用量は、目標値より約4,500Ｌ

比率にして22％超過することになり目標未達となっ

た。

　今期は納期対応のため11月、12月の残業時間が増加

したこと、作業効率アップを目的として11月残業時の

暖房機器使用を許可したことなどから、例年に比べ暖房

機器使用時間そのものが増加した。このことが目標未達

の原因と考えられる。

平成26年度実績

25,593

基準年度実績
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２．排水量の削減

●水道水の使用量削減（単位：ｍ
3

）

○ 引き続き、水道水の使用量削減に向け、更なる環境活動の改善に取り組むこととする。

○ 本社では主に生活用水として使用しているので、現状の活動を継続する。

○ 和歌山工場において、製品の水漏れ検査や洗浄工程が発生する場合は、ルールを決めた上で作業を実施し使用

　 量の抑制に努める。

未達成

環境活動実績

基準年度実績 平成26年度目標

940

今後の取り組みについて

対目標増減 達成状況平成26年度実績 対目標差

環境活動計画（目標達成手段）

・節水の呼びかけ

・洗浄工程の見直し、ルール化による使用量削減

・雨水貯水タンクの増設と有効利用

953

　今年度は目標値に対し9ｍ

3

、比率にして1％超過する

こととなり目標未達成となった。

　弊社において水道水は、本社では主に生活用水として

使用され、和歌山工場では生活用水に加え、製品の水漏

れ検査や洗浄にも使用されている。

　目標未達の主因は、昨年11月に和歌山工場で製品の

水漏れ検査のため、大量に水を使用したことによる。し

かしながら、6月のトイレ新設工事において節水型トイ

レが設置され、結果的に基準年度に対し4ｍ

3

削減でき

た。また、5月の食堂の改築工事期間中において水分補

給用のお茶提供ができなくなり、従業員個人で水分補給

をお願いしたところ、工事終了後も引き続き個人で飲料

を持参される方が増え、例年夏場に増加するお茶提供量

が大幅に減少、結果、使用量削減につながったと考え

る。

949 △ 9 ＋ 1％

過去４年間の水道水の使用量推移 評価
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３．化学物質の削減

●化学物質の使用量削減（単位：㎏）

○ 引き続き、化学物質の使用量削減に向け、環境活動に取り組むこととする。

○ 製品の油脂洗浄で大量に使用する場合は、ルールを決めた上で作業を実施し使用量の抑制に努める。

○ 和歌山工場における場内の床を再塗装する場合は、修繕が必要な部分のみに留め、使用量を抑制するように努

　 める。

○ 代替剤の使用量拡大に向け、新たな目標達成手段を見出す必要がある。

今後の取り組みについて

対目標増減 達成状況

▲ 44.1 -12.7％

過去４年間の化学物質の購入量推移 評価

385.3

　今年度は目標値に対し44.1㎏、比率にして12.7％削

減することとなり目標達成となった。

　弊社における化学物質の用途は、製品に付着した油脂

の洗浄、塗料の希釈で、後者は年1回、3Ｓの一環とし

て実施される工場床面再塗装時に使用される。

　今年度は床の再塗装を実施しなかったので希釈剤とし

ての使用量がなく使用量削減につながったと考える。

　また、化学物質削減のため現在使用している溶剤の代

替品を採用し、切り替えを図っているが油脂の洗浄力や

価格面において同等品でないため、完全に切替えるまで

には至っていない。

302.7 達成

環境活動実績

基準年度実績 平成26年度目標

346.8

平成26年度実績 対目標差

環境活動計画（目標達成手段）

・代替剤の使用量拡大

・化学物質の適正管理

・化学物質を大量使用する場合の使用ルール決定

化学物質の使用量削減
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１）ダンボールの資源化（単位：㎏）

４．廃棄物の削減

４－１．一般廃棄物の削減

今後の取り組みについて

＋ 26％ 未達成

過去４年間のダンボールの資源化推移 評価

○ 引き続き、ダンボールの資源化（排出量削減）に向け、更なる環境活動の改善に取り組むこととする。

○ 全社において、可能な限り空きダンボール箱の再利用や、搬送用パッキンケースの繰り返し利用を推進し排出

　 量の削減に努める。

○ ダンボールリサイクル製品を購入できないか検討する。

環境活動計画（目標達成手段）

・分別回収の徹底

・３Ｒの推進

・再利用の推進

対目標差 対目標増減

△ 6854,450

基準年度実績

環境活動実績

平成26年度目標

　弊社から排出されるダンボールは有価物として処理業

者に回収されリサイクルされているが、排出量が多いた

め管理項目として削減活動に取組んでいる。

　今年度は、毎月300㎏前後の排出があり目標値より

685㎏、比率にして26％超過することとなり目標未達

成となった。

　弊社では、空き段ボール箱を宅急便の梱包箱、納品時

の搬送用パッキンケース(※お客様の了解を得た上で)と

して繰り返し再利用し、さらに消耗して箱として使用で

きなくなっても梱包時の角当て等として部分的に再利用

することで、排出量の削減に努めている。

　なお、左記グラフ内で平成25年度の排出量が多いの

は、長年保管していたパッキンケースを大量に廃棄した

ためである。

2,599 3,284

平成26年度実績 達成状況

ダンボールの資源化
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２）可燃ごみの排出量削減（単位：㎏）

環境活動計画（目標達成手段）

・分別回収の徹底

・１枚ベスト運動の推進

・LANの有効活用による紙文書の削減

○ 引き続き、可燃ごみの排出量削減に向けた環境活動に取り組むこととする。

○ 全社において発生するシュレッダーごみについて、梱包時の緩衝材等に再利用できないか検討する。

○ 和歌山工場において発生する梱包紙や合紙は、製品梱包時の包装紙として再利用を推進する。

○ 今期、成果が表れたと思われる｢１枚ベスト運動｣や｢LANの有効活用による紙文書の削減｣については積極的に

　 実行する。

平成26年度実績 対目標差

今後の取り組みについて

対目標増減

　今年度は基準年度よりも排出機会が少なかったことか

ら目標値よりも1570㎏、比率にして56％も削減する

ことができ目標達成できた。

　弊社の可燃ごみは和歌山工場からの排出が大半を占め

ている。その主なものは、板材や形材を購入した際の梱

包紙や合紙、また製作図面などのコピー紙だが、仕事量

の変化等の私たちではコントロールできない要因で排出

量は増減する。

　本社は主に生活ごみに近い形態であるがシュレッダー

くずは業者に回収されている。

　エコアクション活動の取組み開始から推進している1

枚ベスト運動や、LANによる製作図面のサーバー管理が

浸透し、無駄な印刷物が減少したと考える。

基準年度実績 平成26年度目標

過去４年間の可燃ごみ排出量推移 評価

・３Ｒの推進

達成2,799 1,229

環境活動実績

達成状況

▲ 1,570 － 56％3,016

可燃ごみの排出量
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１）混合廃棄物の排出量削減（単位：㎏）

４－２．産業廃棄物の排出量削減

○ 引き続き、混合廃棄物の排出量削減に向け、更なる環境活動の改善に取り組むこととする。

○ サンダーディスクの長寿命化など、消耗品を長期間使用できるよう、使用方法や管理方法について改善を図り

　 従業員で取り組んでいく。

○ 分別回収を徹底させ、異物が混入しないように努める。

今後の取り組みについて

対目標増減 達成状況

△ 455 ＋ 31％

過去４年間の混合廃棄物の排出量推移 評価

1,590

　今年度は基準年度より仕事量が増加したことにより排

出回数が増え、目標値より455㎏、比率にして31％超

過することとなり目標未達成となった。

　弊社から排出する混合廃棄物とはマニフェストで分類

される安定型混合廃棄物で、サンダーディスクの替刃な

どの消耗品も含まれるため、仕事量の変化等、私たちで

はコントロールできない要因で排出量は増減する。

　消耗品については、乱暴な扱いをせず少しでも長期間

使用できるよう、また使用限度まで使い切るよう推進し

ているが、仕事量が増えれば自ずと消耗品も増える傾向

にある。

1,905 未達成

環境活動実績

基準年度実績 平成26年度目標

1,450

平成26年度実績 対目標差

環境活動計画（目標達成手段）

・分別回収の徹底

・３Ｒの推進

・サンダーディスクの長寿命化

混合廃棄物の排出量

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

混合廃棄物の排出量 1,750 1,880 1,590 1,905 

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

混合廃棄物の排出量

0

200

400

600

800

1000

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

月別排出量

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

累積排出量

基準年度累積排出量 今年度累積排出量 基準年度月別排出量 今年度月別排出量

­14­



２）廃プラスチックの排出量削減（単位：㎏）

平成26年度実績 対目標差平成26年度目標

－ 94％

過去４年間の廃プラスチックの排出量推移 評価

1,484 1,399 90

○ 引き続き、廃プラスチックの排出量削減に向け環境活動に取り組むこととする。

○ 保護テープ以外の傷防止対策を早急に構築する。

○ 昨年度より、廃プラスチックは業者に回収され排出量は減ったが、回収量と排出量の合計量を削減できるよう

　 新たな目標達成手段を見出す。

達成

　平成25年度3月より回収可能なものは有価物として回

収されリサイクルされるようになったことで、今年度の

排出量は、目標値に対し1309㎏、比率にして94％も

削減することに成功し目標達成となった。

　弊社から排出される廃プラスチックの大半が、製品へ

のキズ防止対策として使用している保護テープであり、

次いで梱包資材である。これらの処分について長年悩ま

されていたものの、回収されリサイクルされるように

なってからは排出量は激減した。ただ、溶接ワイヤリー

ルなど回収されないものがあり仕事量の増加で排出量が

増える可能性もある。

　しかし、回収量と排出量を合わせると1600ｔ超もあ

り、この合計量も削減できるよう、新たな目標達成手段

を見出す必要がある。

環境活動実績

基準年度実績

今後の取り組みについて

対目標増減 達成状況

▲ 1,309

環境活動計画（目標達成手段）

・分別回収の徹底

・３Ｒの推進

・保護テープ以外の傷防止策による使用量削減

廃プラスチックの排出量
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５．剰余材の有効利用（単位：ｍ
３

）

○ 引き続き、剰余材の有効利用について更なる環境活動の改善に取り組むこととする。

○ 加工ミスによる素材損失を防ぐため、製作工程内での更なる品質造り込みを徹底する。

○ 社内備品の自社製作等、残材を有効活用することでスクラップ発生量の低減を目指す。

　今年度は、年間売上金額が増加したこともあり目標値

に対し2.55ｍ

3

、比率にして9％超過したこととなり目

標未達成となった。

　弊社から排出する剰余材は有価物として処理されてい

るが、排出量が多いため管理項目として削減活動に取組

んでいる。なお、受注内容によりステンレス材やアルミ

ニウム材の使用量は異なるが、それぞれ仕事量の増減に

比例する関係にある。

　しかし、加工ミスによる再製作件数は依然減っておら

ず、剰余材の削減の妨げになっている。

今後の取り組みについて

対目標増減 達成状況

△ 2.55 ＋ 9％

過去４年間の剰余材の有効利用推移 評価

29.67

・残材の有効利用によるスクラップ発生量の低減

31.24 未達成

環境活動実績

基準年度実績 平成26年度目標

28.69

平成26年度実績 対目標差

環境活動計画（目標達成手段）

・素材の歩留り向上

・加工ミスによる素材損出の削減

・材料別分別回収の徹底によるスクラップ価値の向上

剰余材の有効利用
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６．製品への環境配慮の推進

６－１．梱包資材の購入量削減（単位：㎏）

○ 引き続き、梱包資材の購入量削減に向け更なる環境活動改善に取り組むこととする。

○ リピート品や今後量産予定の製品において、外注加工先へ製品を搬送する場合は、専用ラックを製作するなど

　 梱包資材の使用量を抑制できる方法を検討する。

○ お客様の要望に応じた最適な梱包方法や梱包状態を見出す。

未達成

環境活動実績

基準年度実績 平成26年度目標

1,550.8

今後の取り組みについて

対目標増減 達成状況平成26年度実績 対目標差

環境活動計画（目標達成手段）

・外出先搬送時の通い台車の利用促進

・梱包の簡素化による使用量削減

・梱包資材のリユース促進

2,019.3

　今年度の購入量は、目標値に対し453.9㎏、比率にし

て29％超過し目標未達成となった。

　弊社における梱包資材とは、主にエアーキャップやス

トレッチフィルムなどである。

　弊社では、製品のキズ発生、ホコリの混入を防ぐ為、

出荷時にお客様の要望に応じて製品をエアーキャップ等

で養生する場合がある。継続して梱包の簡素化を推奨し

ているが、近年お客様の表面キズに対する品質要求は

益々厳しくなっており、その対応のため一部製品におい

ては、逆に梱包を厳重にせざるを得ない側面もある。

2,004.7 △ 453.9 ＋ 29％

過去４年間の梱包資材の購入量推移 評価
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６－２．グリーン購入金額比率の向上（単位：％）

環境活動計画（目標達成手段）

・グリーン購入比率の拡大

・グリーン対応商品の周知

・環境ラベルの周知

57.72 達成

環境活動実績

基準年度実績 平成26年度目標

55.00

平成26年度実績 対目標差

○ 引き続き、グリーン購入金額向上に向け、環境活動に取り組むこととする。

○ 備品購入時において、環境に配慮された商品を優先して購入するよう推進する。

○ 環境マークや環境対応商品の周知に努める。

今後の取り組みについて

対目標増減 達成状況

▲ 2.72 ＋ 5％

過去４年間のグリーン購入金額比率の推移 評価

58.29

　今年度の比率は、目標値より2.72ポイント向上、比

率にして5％増加となり目標達成できた。

　弊社では、グリーン購入法に基づき活動しているが、

業務形態が受注生産型のため、製品に使用される素材や

部品、部材については、お客様が希望される品物を購入

しなければならず、弊社に選択の自由はない。しかし、

一方、弊社の生産活動において、製作工程で必要な工具

類や消耗品等は多岐にわたる。そこで、ここでは社内で

活用する備品の総購入金額に対する環境対応商品購入金

額の割合を対象としている。

　備品購入時については、環境に配慮された商品を優先

して購入するよう推進してきた効果が現れたと考える。

梱包資材の購入量
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2015年紀の国わかやま国体

2015年紀の国わかやま大会

　2015年9月26日から10月6日にかけて開催される2015年紀の国わかやま

国体・わかやま大会で使用される炬火トーチと炬火受皿を、弊社和歌山工場に

て製作しました。

　トーチは新宮市の神倉神社の「お燈まつり」のたいまつ、受け皿は熊野那智

大社の「扇祭り」の大たいまつがモチーフになっています。トーチ本体のヒノ

キ材の加工は地元の西岡工務店さんにお願いしました。

○ 炬火トーチ、炬火受皿を弊社で

　　　　　　　　　　　　製作しました。

地域活動への協力

＜炬火トーチ＞ ＜炬火受皿＞
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○ 献血に協力しています。

　毎年５月頃と11月頃に献血車が、

和歌山工場に来場し、希望者のみが

献血に協力しています。

　平成17年にはその功績が認められ

厚生労働大臣より感謝状が授与され

ました。

○ 有田川町主催のイベントに駐車場を提供しました。

清水、金屋、吉備の３町が合併して

誕生した有田川町が10周年を記念　

し、和歌山工場近隣のふれあいの丘

で開催されたメインイベントの駐車

場として、弊社の駐車場を提供しま

した。

＜献血風景＞

＜イベント広告＞ ＜駐車場＞
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○ 照明の一部LED化を達成しました。

　和歌山工場において、老朽化が原

因で一部使用できなかったトイレを

廃止するにあたり、食堂の拡幅改築

工事を実施しました。

　照明についてはLED照明を採用し

たので、今後の電力使用量削減に期

待できます。

＜LED照明の採用＞

○ 廃プラスチック排出量の削減に貢献しました。

　お客様から弊社に届く荷物の中に

は、緩衝材が入れられ発送されてく

るものがあります。そのような緩衝

材を捨てずに保管し、弊社から発送

する荷物の緩衝材として再利用して

います。

　緩衝材の再利用は、ごみ減量３R　

のリユースにあたります。

＜空きスペースに緩衝材を活用＞

社内での環境活動

○ QCサークル活動で、環境活動に取り組んでいます。

　和歌山工場では、QCサークル活動

において、各サークルごとでエコア

クション活動に取り組むよう推進し

ています。

　左記写真は、事務所内の間引き点

灯を実施しているサークルの活動内

容です。

　

＜事務所内の間引き点灯実施＞
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○ 搬送用容器を製作し梱包資材の削減に貢献しました。

　和歌山工場から外注加工先への製

品搬送において繰り返し活用できる

輸送容器を製作し、養生を極力抑え

ています。

　養生を抑えることで、梱包資材の

使用量を削減すると共に、ごみ排出

量の削減につながると考えます。　

＜輸送用容器＞

○ 節水型トイレの設置による水道水の削減に貢献しました。

　和歌山工場に新設されたトイレは、

従来に比べ節水型を採用したため、

今後の水道水の使用量削減に貢献で

きると考えます。

　また、LED照明を採用しているの

で、電力の使用量削減にも期待でき

ると考えます。

＜節水型を導入した新設トイレ＞

○ エコキャップ運動を開始しました。

＜回収したエコキャップ＞

　QCサークルと協力して今年度２月

よりエコキャップ運動を開始し、ペッ

トボトルのキャップを回収しました。

平成26年度は、本社と和歌山工場

合わせて4467個も回収できました。

　このキャップは、エコキャップを

支援している有田川町社会福祉協議

会清水事務所へ寄贈する予定です。
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環境関連法規の取りまとめ

　環境関連法規への違反はありません。また、関係当局より違反等の指摘及び近隣

住民からの苦情は過去３年間ありません。

・防火管理者の選任

・灯油･塗料･シンナー貯蔵取扱い

・火災報知器･消火器

消防法

・少量危険物貯蔵所の届出

・保管量の遵守

・消防施設点検と報告

・施錠･劇物表示･飛散漏れ防止毒物劇物取締法　劇物

・業務用エアコン

自動車NOx･PM法

・対策地域内で排ガス規制に適合

　した自動車の使用

・トラック･バン等の社用車

・廃棄･修理時の回収義務

・簡易定期点検･定期点検の実施

フロン排出抑制法

高圧ガス保安法

・第二種貯蔵所届出書

・定期自主検査の実施

振動規制法

・特定施設設備届出 ・液圧プレス･機械プレス･せん断機

・基準値（65db以下）の遵守

・混合廃棄物の委託管理

・廃油の委託管理

・基準値（65db以下）の遵守

騒音規制法

・液圧プレス･機械プレス･せん断機

・コンプレッサー･天井クレーン

・特定施設設備届出

環境関連法規制の名称 該当する要求事項 該当する設備・項目

・委託契約書

・保管基準

・産業廃棄物管理票の発行と保管

・産業廃棄物管理票交付等状況

　報告書の提出

・特別管理産業廃棄物管理責任者

　の選任

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・液化アルゴン･ガス

浄化槽法

・浄化槽の保守点検実務

・年１回の浄化槽定期検査実務

・アセチレンガス

・浄化槽

・洗浄剤

　目標未達項目が多いことは残念でしたが、評価基準そのものが適切でなかった点も、大き

な原因に挙げられると思います。試行錯誤になりますが、最適な評価基準をできるだけ早く

確立し、数値管理できるようにしていきましょう。

　もう一点、このところ不良の発生と、それに伴う再加工時間が増加傾向にあります。

つまり、本来不要なエネルギーや素材が消費されているわけで、これは環境面のみならず、

会社経営にとっても由々しき事態です。次年度は、品質保証室を中心にした自主検査マニュ

アルの活用推進に、大いに期待しています。

　会社としては今期、和歌山工場トイレの新設など実施しましたが、工場照明のＬＥＤ化に

ついてはまたしても積み残しのままになってしまいました。積み残し案件についてはできる

だけ早く実施したいところですが、厳しい経営環境の中、高額の投資は難しい状況です。

できることをコツコツと積み上げていくような活動を継続ください。

代表者による全体の評価と見直し

­23­




